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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2025年　5月号

～ 鴨川の橋～

京都の市街地を流れる鴨川。その鴨川に架かる橋は、人々の日常にとって

欠かせないものであるとともに、街なかでは京都らしい景観を作り出しています。

鴨川に架かる橋が初めて史料に登場するのは平安時代です。

その後、室町時代以降に頑丈な橋が架けられ、豊臣秀吉の時代に都市改造の

一環で橋が整備されました。

三条大橋と五条大橋はその代表で、特に三条大橋は我が国初の石柱橋だと

言われています。現在の橋は 2024 年に改修工事が完了しましたが、豊臣秀吉が

命じ、欄干に設置された擬宝珠は再利用されています。西詰の南側２つ目の擬宝珠

には、刀傷が残っており、池田屋騒動の時の刀傷との説もあります。

四条大橋は、八坂神社の氏子の寄付 ・ 奉仕によって架けられました。四条大橋に

擬宝珠がないのは、三条や五条の様に、公儀橋（公金で架ける橋）でなかったから

だとも言われています。

七条大橋と四条大橋は、日本初の、鉄筋コンクリートを用いたアーチ橋です。

これは橋の上に路面電車を走らせるためでした。現在の七条大橋は、架橋当初

（大正 2 年）のもので、鴨川に架かる最古の橋です。


